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高血圧患者とのコミュニケーション術～治療アドヒアランスの向上に向けて～
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　効果的な高血圧診療の実践において、「患者の治療アドヒアランス」は重要な要素の一つ
である。患者の治療アドヒアランス向上には、医師が患者をよく知り、患者にやるべきこと
を正しく伝え、その実践に納得してもらうことが重要であり、そのためには医療提供者と患
者間の良好なコミュニケーションが不可欠である。ただし、患者一人ひとりには個性があ
り、生活環境も様々であるため、全ての患者に同一のコミュニケーションをとることは難し
い。したがって、日々の診療現場では、様々な工夫が凝らされている。
　今回のセッションでは、３名の先生方に、治療アドヒアランス向上のカギでもある患者と
のコミュニケーションの秘訣について語っていただき、その後ディスカッサントの先生も交
えてよりよい患者とのコミュニケーションのとり方についての意見を交わして頂く。


